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経 営 学 専 攻

経 済 学 研 究 科

経営系 会計系

ファイナンス・情報系

経 済 学 専 攻
経済理論系 経済政策Ⅰ系

制度・歴史系経済政策Ⅱ系

経 営 者 コ ー ス

〈  経営者対象  〉経営者としての経験の体系的整理と研究報告書作成次世代経営人材の育成への活用

医療経済マネジメントコース

〈医療関係者対象〉経済系と医療系の両分野における高度専門的教育「職業実践力育成プログラム」認定

　経営者コースは2020年に開設されました。本コースは、企業や

NPO団体をはじめとする様々な組織の「経営者」を対象に、経営

や経済の制度および歴史にかかわる高度な専門的教育を行うと

ともに、それらのフレームワークを用いて「経営者」のもつ貴重な

経験を理論、実践の両面においてより有用な情報、知見へと昇華

させることを目的としています。この目的のために、本コースでは、

経営学、制度経済学や経済史などの多様な分野の教員による研究

指導を受けることができます。

　医療経済マネジメントコースは2016年に開設されました。医療

関係者を対象として、経済学・経営学に関連する高度専門的教育

を行っており、文部科学省の「職業実践力育成プログラム（BP）」

に認定されています。このコースでは、経済系（経済学・経営学）と

医療系（医学・薬学）の両分野にわたる充実した講義科目を履修

することができます。また、医療経済・医療経営・医療会計の専門

的スタッフ（兼任教員）による研究指導を受けることができます。

博士前期課程・社会人特別選抜

時代に即した大学改革を進める中にあって
社会に貢献する経済学研究機関として新たなステージへ

実務直結の２コース開設
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経 済 理 論 系
自治体病院と一部事務組合病院について 
―公立陶生病院の事例研究―
チーム医療のインセンティブ設計 
―米国Group Practiceの経済学的分析からの学びを
日本のチーム医療へ展開する―
大都市既成市街地（名古屋市区別）における 
人口変動の住宅地価への影響
経済成長要因 
―中国地域経済及びクロスカントリーの分析―
不完全所有権と非慈善的経済政策の下での要素移動

RP 

修論 
 

修論 

博論 

博論

看護師の限界生産力と賃金との乖離
法人税法における交際費課税制度の考察 
―企業活動への影響を中心に―
消費税法における事業者免税点制度に関する一考察
―益税問題と課税売上高の判定基準を中心として―
生活基盤型の社会資本および公共投資に関する 
実証的研究
大都市自治体における財政の規律と行政評価 
―名古屋市を中心とした分析と考察―

RP
修論 

修論 

博論 

博論

経 済 政 策Ⅰ系

留保金課税と内部留保の活用の検討
水道事業の規模の経済性の再検証
日本のODAがインドネシアの経済成長に与えた 
影響の考察
親の所得階層が子どもの所得、幸福度に及ぼす 
影響の分析
震災による電力供給制約が我が国の経済に与える 
影響に関する応用
フードサプライチェーンにおける需給調整と食品ロスの
発生メカニズム

RP
修論
修論 

修論 

博論 

博論

経 済 政 策Ⅱ系

専　門　分　野：公共経済学、財政学　
	 マクロ経済学
担　当　科　目：公共経済学
現在の研究課題：消費課税の理論・実証分析

平 賀 一 希
専　門　分　野：経済理論、財政学
担　当　科　目：財政政策論
現在の研究課題：所得分配と経済成長

森 田 雄 一

専　門　分　野：マクロ経済学、経済成長論
担　当　科　目：マクロ経済学
現在の研究課題：自然災害による被害と
　　　　　　　経済発展の関係についての研究

外 谷 英 樹
専　門　分　野：ミクロ経済学	

応用ミクロ経済学
担　当　科　目：ミクロ経済学、医療経済学
現在の研究課題：医療・航空・公共サービス

澤野 孝一朗

専　門　分　野：国際貿易論
担　当　科　目：国際経済学
現在の研究課題：貿易政策の理論分析

川 端　 康
専　門　分　野：ベイズ統計学、応用計量経済学
担　当　科　目：計量経済学
現在の研究課題：ベイズ統計学の方法論と応用

各 務 和 彦

専　門　分　野：都市経済学、地域経済学
担　当　科　目：都市経済学
現在の研究課題：産業クラスターと地域経済の

生産性に関する研究

山 田 恵 里

専　門　分　野：実験経済学、公共経済学
担　当　科　目：実験経済学
現在の研究課題：リニエンシー制度の談合抑止	

効果に関する実験研究

濱 口 泰 代

専　門　分　野：金融論、経済史
担　当　科　目：金融政策論
現在の研究課題：金融発展と人的資本形成の　

歴史分析

横 山 和 輝
専　門　分　野：公共経済学、地方財政論
担　当　科　目：地方財政論
現在の研究課題：公共政策の実証分析

湯之上 英雄

専　門　分　野：国際経済、貿易政策
担　当　科　目：国際経済関係論
現在の研究課題：グローバル CGE モデルの	

応用と開発

板 倉　 健
専　門　分　野：環境経済学、応用計量経済学
担　当　科　目：環境資源経済論
現在の研究課題：気候変動の経済分析	

資源分布と経済成長

内 田 真 輔

専　門　分　野：労働経済学、社会保障論
担　当　科　目：社会保障論
現在の研究課題：ワーク・ライフ・バランスと女性の

就業、所得格差への影響の分析

山 本 陽 子

専　門　分　野：マクロ経済学	
開放マクロ経済学

担　当　科　目：金融論
現在の研究課題：開放経済での金融政策

岡 野 衛 士

専　門　分　野：会計学
担　当　科　目：管理会計
現在の研究課題：会計情報の質についての	

実証分析	

奥 田 真 也
専　門　分　野：会計学
担　当　科　目：財務分析
現在の研究課題：事業資産会計の構造と機能に

関する理論的・実証的研究

高 橋 二 朗

専　門　分　野：経済・経営情報学、計算経済学
担　当　科　目：経営情報
現在の研究課題：フリー・オープンソースソフト

ウェアの経済分析

河 合 勝 彦

専　門　分　野：コーポレート・ガバナンス	
マーケット・マイクロストラクチャー

担　当　科　目：応用企業ファイナンス
現在の研究課題：日本のコーポレート・ガバナンス

に関する実証分析

坂 和 秀 晃
専　門　分　野：応用一般均衡モデル　　　　

応用計量経済学
担　当　科　目：数量分析
現在の研究課題：環境政策に関する実証分析

爲 近 英 恵

専　門　分　野：コーポレート・ガバナンス	
証券市場

担　当　科　目：実証ファイナンス
現在の研究課題：証券市場・企業金融に関する	

実証分析

渡 辺 直 樹

専　門　分　野：数理計画	
オペレーションズ・リサーチ

担　当　科　目：オペレーションズ・リサーチ
現在の研究課題：データの分類・同定に関する研究

茨 木　 智
専　門　分　野：企業ファイナンス、年金論
担　当　科　目：企業ファイナンス
現在の研究課題	：金融危機の年金資産運用への

影響、年金加入者の投資行動

臼 杵 政 治

専　門　分　野：産業組織論、公益事業論
担　当　科　目：産業組織論、医療経済評価
現在の研究課題：規制産業の効率性・生産性に

関する研究

中 山 徳 良

専　門　分　野：産業組織論、医療経済学
担　当　科　目：医療産業論
現在の研究課題：イノベーションおよび薬価制度の

あり方に関する経済分析

和久津 尚彦

専　門　分　野：組織行動論、人的資源管理論
担　当　科　目：経営管理
現在の研究課題：人事管理の公正に関する
　　　　　　　		理論的・実証的研究

余 合  淳

専　門　分　野：財務会計
担　当　科　目：財務会計
現在の研究課題：会計情報の研究

吉 田 和 生

専　門　分　野：統計解析、投資工学
担　当　科　目：統計解析
現在の研究課題：プロジェクト事業投資の
　　　　　　　	価値評価とリスク分析

三 澤 哲 也

スウェーデン福祉国家の形成に関する諸学説
戦時期における豊田業団の事業展開 
―綿紡績業の企業整備と軍需転換をめぐって―
中国における日系企業の現地化に関する一考察
地方型アパレル産業の形成と発展 
―産地企業の協調と競争・組織能力―
ハイブリッド車／電気自動車の開発と企業間関係 
―基幹技術のアウトソーシング・マネジメント―

RP

修論 

修論

博論 

博論

制 度・歴 史 系
専　門　分　野：外国経済史
担　当　科　目：外国経済史
現在の研究課題：20世紀前半におけるイギリス

帝国と日本の経済関係

木谷 名都子
専　門　分　野：労働経済学、応用計量経済学
担　当　科　目：労使関係論
現在の研究課題：企業の生産性と労働環境の

関係についての研究

平 野 大 昌
専　門　分　野：経済学史、制度経済学
担　当　科　目：経済学史
現在の研究課題：グンナー・ミュルダールの
　　　　　　　経済学説の研究

藤田 菜々子

専　門　分　野：日本経済史
担　当　科　目：日本経済史
現在の研究課題：日本の産業化と資源・	

エネルギー利用

山口 明日香

専　門　分　野：技術マネジメント
担　当　科　目：技術マネジメント
現在の研究課題：企業行動と技術進化

大 神 正 道
専　門　分　野：経営組織論、組織革新
担　当　科　目：経営組織
現在の研究課題：企業革新に関する研究

河 合 篤 男

専　門　分　野：経営学、国際経営	
サプライヤー・システム

担　当　科　目：国際経営
現在の研究課題：グローバルサプライチェーン戦略

下 野 由 貴
専　門　分　野：経営戦略論、経営組織論
担　当　科　目：経営戦略
現在の研究課題：地域レベルの事業転換に	

ついての研究

出 口 将 人
専　門　分　野：マーケティング、消費者行動論
担　当　科　目：マーケティング
現在の研究課題：インターネットが消費者行動に

与える影響

山 本 奈 央

専　門　分　野：ベンチャービジネス論	
アントレプレナーシップ

担　当　科　目：企業論
現在の研究課題：アントレプレナーシップ教育	

プログラムの開発と教育評価

鵜 飼 宏 成

修了生の声VOICE 修了生の声VOICE 修了生の声VOICE 修了生の声VOICE
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専　門　分　野：国際貿易論
担　当　科　目：国際経済学
現在の研究課題：貿易政策の理論分析

川 端　 康
専　門　分　野：ベイズ統計学、応用計量経済学
担　当　科　目：計量経済学
現在の研究課題：ベイズ統計学の方法論と応用

各 務 和 彦

専　門　分　野：都市経済学、地域経済学
担　当　科　目：都市経済学
現在の研究課題：産業クラスターと地域経済の

生産性に関する研究

山 田 恵 里

専　門　分　野：実験経済学、公共経済学
担　当　科　目：実験経済学
現在の研究課題：リニエンシー制度の談合抑止	

効果に関する実験研究

濱 口 泰 代

専　門　分　野：金融論、経済史
担　当　科　目：金融政策論
現在の研究課題：金融発展と人的資本形成の　

歴史分析

横 山 和 輝
専　門　分　野：公共経済学、地方財政論
担　当　科　目：地方財政論
現在の研究課題：公共政策の実証分析

湯之上 英雄

専　門　分　野：国際経済、貿易政策
担　当　科　目：国際経済関係論
現在の研究課題：グローバル CGE モデルの	

応用と開発

板 倉　 健
専　門　分　野：環境経済学、応用計量経済学
担　当　科　目：環境資源経済論
現在の研究課題：気候変動の経済分析	

資源分布と経済成長

内 田 真 輔

専　門　分　野：労働経済学、社会保障論
担　当　科　目：社会保障論
現在の研究課題：ワーク・ライフ・バランスと女性の

就業、所得格差への影響の分析

山 本 陽 子

専　門　分　野：マクロ経済学	
開放マクロ経済学

担　当　科　目：金融論
現在の研究課題：開放経済での金融政策

岡 野 衛 士

専　門　分　野：会計学
担　当　科　目：管理会計
現在の研究課題：会計情報の質についての	

実証分析	

奥 田 真 也
専　門　分　野：会計学
担　当　科　目：財務分析
現在の研究課題：事業資産会計の構造と機能に

関する理論的・実証的研究

高 橋 二 朗

専　門　分　野：経済・経営情報学、計算経済学
担　当　科　目：経営情報
現在の研究課題：フリー・オープンソースソフト

ウェアの経済分析

河 合 勝 彦

専　門　分　野：コーポレート・ガバナンス	
マーケット・マイクロストラクチャー

担　当　科　目：応用企業ファイナンス
現在の研究課題：日本のコーポレート・ガバナンス

に関する実証分析

坂 和 秀 晃
専　門　分　野：応用一般均衡モデル　　　　

応用計量経済学
担　当　科　目：数量分析
現在の研究課題：環境政策に関する実証分析

爲 近 英 恵

専　門　分　野：コーポレート・ガバナンス	
証券市場

担　当　科　目：実証ファイナンス
現在の研究課題：証券市場・企業金融に関する	

実証分析

渡 辺 直 樹

専　門　分　野：数理計画	
オペレーションズ・リサーチ

担　当　科　目：オペレーションズ・リサーチ
現在の研究課題：データの分類・同定に関する研究

茨 木　 智
専　門　分　野：企業ファイナンス、年金論
担　当　科　目：企業ファイナンス
現在の研究課題	：金融危機の年金資産運用への

影響、年金加入者の投資行動

臼 杵 政 治

専　門　分　野：産業組織論、公益事業論
担　当　科　目：産業組織論、医療経済評価
現在の研究課題：規制産業の効率性・生産性に

関する研究

中 山 徳 良

専　門　分　野：産業組織論、医療経済学
担　当　科　目：医療産業論
現在の研究課題：イノベーションおよび薬価制度の

あり方に関する経済分析

和久津 尚彦

専　門　分　野：組織行動論、人的資源管理論
担　当　科　目：経営管理
現在の研究課題：人事管理の公正に関する
　　　　　　　		理論的・実証的研究

余 合  淳

専　門　分　野：財務会計
担　当　科　目：財務会計
現在の研究課題：会計情報の研究

吉 田 和 生

専　門　分　野：統計解析、投資工学
担　当　科　目：統計解析
現在の研究課題：プロジェクト事業投資の
　　　　　　　	価値評価とリスク分析

三 澤 哲 也

スウェーデン福祉国家の形成に関する諸学説
戦時期における豊田業団の事業展開 
―綿紡績業の企業整備と軍需転換をめぐって―
中国における日系企業の現地化に関する一考察
地方型アパレル産業の形成と発展 
―産地企業の協調と競争・組織能力―
ハイブリッド車／電気自動車の開発と企業間関係 
―基幹技術のアウトソーシング・マネジメント―

RP

修論 

修論

博論 

博論

制 度・歴 史 系
専　門　分　野：外国経済史
担　当　科　目：外国経済史
現在の研究課題：20世紀前半におけるイギリス

帝国と日本の経済関係

木谷 名都子
専　門　分　野：労働経済学、応用計量経済学
担　当　科　目：労使関係論
現在の研究課題：企業の生産性と労働環境の

関係についての研究

平 野 大 昌
専　門　分　野：経済学史、制度経済学
担　当　科　目：経済学史
現在の研究課題：グンナー・ミュルダールの
　　　　　　　経済学説の研究

藤田 菜々子

専　門　分　野：日本経済史
担　当　科　目：日本経済史
現在の研究課題：日本の産業化と資源・	

エネルギー利用

山口 明日香

専　門　分　野：技術マネジメント
担　当　科　目：技術マネジメント
現在の研究課題：企業行動と技術進化

大 神 正 道
専　門　分　野：経営組織論、組織革新
担　当　科　目：経営組織
現在の研究課題：企業革新に関する研究

河 合 篤 男

専　門　分　野：経営学、国際経営	
サプライヤー・システム

担　当　科　目：国際経営
現在の研究課題：グローバルサプライチェーン戦略

下 野 由 貴
専　門　分　野：経営戦略論、経営組織論
担　当　科　目：経営戦略
現在の研究課題：地域レベルの事業転換に	

ついての研究

出 口 将 人
専　門　分　野：マーケティング、消費者行動論
担　当　科　目：マーケティング
現在の研究課題：インターネットが消費者行動に

与える影響

山 本 奈 央

専　門　分　野：ベンチャービジネス論	
アントレプレナーシップ

担　当　科　目：企業論
現在の研究課題：アントレプレナーシップ教育	

プログラムの開発と教育評価

鵜 飼 宏 成

修了生の声VOICE 修了生の声VOICE 修了生の声VOICE 修了生の声VOICE



修士
一般・外国人

社会人

課程博士

論文博士

博士

412

491

69

21

903

90

14
9
6
4
11

10
8
16
14
13

   24（2）
   17（0）
   22（1）
   18（2）
  24（1）

博士前期課程
博士後期課程

2016 年度
2017 年度
2018 年度
2019 年度
2020 年度

一般・外国人 社会人 計
2
3
3
0
3

経 営 学 専 攻

経 済 学 研 究 科

経営系 会計系

ファイナンス・情報系

経 済 学 専 攻
経済理論系 経済政策Ⅰ系

制度・歴史系経済政策Ⅱ系

経 営 者 コ ー ス

〈  経営者対象  〉経営者としての経験の体系的整理と研究報告書作成次世代経営人材の育成への活用

医療経済マネジメントコース

〈医療関係者対象〉経済系と医療系の両分野における高度専門的教育「職業実践力育成プログラム」認定

　経営者コースは2020年に開設されました。本コースは、企業や

NPO団体をはじめとする様々な組織の「経営者」を対象に、経営

や経済の制度および歴史にかかわる高度な専門的教育を行うと

ともに、それらのフレームワークを用いて「経営者」のもつ貴重な

経験を理論、実践の両面においてより有用な情報、知見へと昇華

させることを目的としています。この目的のために、本コースでは、

経営学、制度経済学や経済史などの多様な分野の教員による研究

指導を受けることができます。

　医療経済マネジメントコースは2016年に開設されました。医療

関係者を対象として、経済学・経営学に関連する高度専門的教育

を行っており、文部科学省の「職業実践力育成プログラム（BP）」

に認定されています。このコースでは、経済系（経済学・経営学）と

医療系（医学・薬学）の両分野にわたる充実した講義科目を履修

することができます。また、医療経済・医療経営・医療会計の専門

的スタッフ（兼任教員）による研究指導を受けることができます。

博士前期課程・社会人特別選抜

時代に即した大学改革を進める中にあって
社会に貢献する経済学研究機関として新たなステージへ

実務直結の２コース開設

経 営 者 コ ース

医療経済マネジメントコース




